
熊本におけるＭａａＳの取組について

１. ＭａａＳ（マース：Mobility as a Service）とは

２.ＭａａＳでできること

３.熊本版ＭａａＳ概要

資料３

例えば、
検索が便利に

今は・・・？

検索したら鉄道かバスを使
うルートしか出てこない

MaaSを導入すると・・・

鉄道やバスだけでなく、タクシーや
カーシェア、シェアサイクルなど、
利用したい交通手段を選んで検索で
きる！

例えば、
予約が便利に

新幹線はJRのサイトで予約、
駅に着いたらタクシー会社
を調べて電話で配車を依頼

利用したい交通手段を選んで予約ボ
タンを押すと、最適な時間で新幹線
もタクシーも一括で予約できる！

例えば、
決済（支払い）
が便利に

鉄道やタクシーに乗るたび
料金を支払い
定期券は「市電は市電」だ
け、「バスはバス」だけ

予約した時点ですべての決済が事前
に完了！
定期券が市電もバスも、シェアサイ
クルにも共通で使える！

１つのアプリ・HPで全部できる！

MaaSで、他にも
こんなこともでき
るかも

観光施設の入場チケッ
トもアプリの中で購入

飲食店の割引券が配
信アプリから予約

利用者の好みに合っ
た最適な観光ルート
の提案

４. アンケート調査概要

■調査目的

市民の移動サービスの利用状況を把握し、熊本市版 MaaS 検討の基礎資料とすることを目的に実施

■調査手法

インターネットアンケート調査

■調査時期

8月13 日～ 9月27 日にかけて集票

■サンプル数

2,222 票

市民アンケート

■調査目的

熊本市への観光客のリアルな動線や、旅前・旅中の情報収集における動線を把握することを目的に実施

■調査手法

インターネットアンケート調査

■調査時期

8月13 日～ 9月3日にかけて集票

■サンプル数

2,005 票

観光客アンケート
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⚫ 市民や観光客の方々が、あらゆる交通手段で円滑に移動できる交通環境
を提供

⚫ 観光や商業等のその他のサービスとの連携による地域経済の活性化

⚫ 公共交通利用者の増加を図り、持続可能な公共交通の確立

目的

⚫ MaaSの導入が目的ではなく、あくまでも手段

⚫ このツールを活用し、従前からの公共交通等の課題を解決

⚫ 関係者間の認識の共有が重要でるため、本年度 「MaaS勉強会等」を
設立

重要な視点

▲出展：国土交通省資料
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複数の移動サービス（路線バス、市電、熊本電鉄、JR、タク

シー、カーシェアなど）に対応した経路検索サービス

経路検索時に移動サービスの予約や料金（運賃）の

支払いができるサービス

複数の公共交通を利用すると運賃が割引されるサービス

公共交通の運行情報や車内の混雑状況がわかるサービス

一定額を毎月支払うと市内の公共交通が

乗り放題になるサービス

AIにより予約状況に応じて予め定められた目的地まで

最適な運行ルートを走る公共交通サービス

目的地で発生する予約や料金の支払い

（例：飲食、映画、観光施設など）が事前にできるサービス

複数の移動サービスに対応した乗車券に、

飲食店や商業施設で使える割引特典などを付加したサービス

その他 複数回答、母数=2,222

熊本におけるＭａａＳの取組について

■ 将来使ってみたいサービス ■将来的に使ってみたいサービス

■ 結果概要
■ 結果概要

２

① 市民アンケート調査 ② 観光客アンケート調査
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買い物・通販・ECサイトと連携した、買い物ができるサービス

宿泊施設・体験などの予約が可能なサービス

食事や体験、買い物などの割引特典があるサービス

熊本市内だけでなく、九州各地で利用可能な観光・交通案内・

経路検索サービス

一定額を毎月支払うと、公共交通が乗り放題になるサービス

月に複数回、ホテル・旅館等が利用できるようなサービス

その他

特になし（既存のサービスで問題ない）
複数回答、母数=1,541

移動の実態

⚫ 「普段の移動」は、自家用車が6割、公共交通利用が約１割

⚫ 経路検索はGoogleマップが約7割、乗換系アプリが約３割

⚫ バスを日常的に利用する層の7割がくまもんのICカードを利用

市民のニーズ

⚫ 「公共交通は利用しない」が約４割

⚫ 「定時性・速達性の確保」が約３割、「到着時間・利用料金の事前確認」が約２割、

「わかりやすい移動情報の提供」が約２割

⚫ 「複数の移動サービスに対応した経路検索サービス」が最も多く45％

⚫ 「複数の公共交通を利用すると運賃が割引されるサービス」が33％

⚫ 30～40代、子育て世帯の不満が比較的高い。

■どのようなサービスがあれば自動車バイクから公共交通に転換するか

■公共交通への不満

■将来的に使ってみたいサービス

● 自治体公式HP：21％ ● 旅行系HP：30％
● 友人等の口コミ：26％ ● Instagram：11％

● Googleマップ：60％ ● カーナビ：27％ ● Yahoo!乗換案内：6％

● 関東：飛行機75％ ● 関西：新幹線53％ ● 九州：自家用車80％

■旅前の情報源

■熊本市までの交通手段

■旅中の情報源

観光客のニーズ

移動の実態

■公共交通に不満だった点

● 荷物を運ぶのが不便：14％ ● 利用したい路線がない12％

■将来使ってみたいサービス

● 食事や体験等の割引サービス：45％

● 九州各地で利用可能な検索・案内サービス：33％

● 関東・関西・若年層女性のリピーターが高い

■旅後：熊本市観光の顧客推奨度



熊本におけるＭａａＳの取組について

５. 勉強会概要

■出席者

〇有識者 〇交通関係団体（鉄道・軌道・バス・タクシー・フェリー）
〇経済関係団体 〇観光関係団体 〇大学生 〇行政

３▲ 外国人のニーズ調査

■勉強会内容

▲アンケート結果の情報共有

あなたは、
将来（10年後）
誰のどんな移動を

お手伝いしていますか？
（年齢・暮らし／移動目的

／どこからどこへ）？
※こういう人に届いたらいいのにと思って作った
サービスなのになかなか使われていない・・と
いうこともあれば

※こうだったらいいなという想いも含めて

11

グループワークの今回のテーマ

あなた自身や
あなたの気になる人は
どんなスタイルで

移動をしていますか？
（今～10年後）

（遊びに行くとき、仕事に行く
とき、買い物に行くとき、・・

etc）

”ほっとけない移動スタイル“や”未来の移動の姿“は？

▲若者（学生）からの発表

⚫ ニーズが多様化する時代、個人のスタイルにあわせてモビリティを選択したい

⚫ 多様な交通モードをスムーズに乗り換える仕組みやサービスが必要

⚫ 公共交通と連携した付加サービスの拡充（飲食店のクーポン、観光情報など）

⚫ 利用者の好みに合った観光地や最適なルート・手段を複数提案するサービスが必要

⚫ まずは既存の今あるサービスをいかに使い尽くすかを考えることが大事

▲有識者からの話題提供 ▲勉強会内容の整理

▲グループワーク（意見交換）

■目的

熊本でのMaaS導入にむけて、方向性や必要な施策の整理、利用者のニーズなど関係者間
で情報共有を図るもの
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複数の移動サービス（路線バス、市電、熊本電鉄、JR、タク

シー、カーシェアなど）に対応した経路検索サービス

経路検索時に移動サービスの予約や料金（運賃）の

支払いができるサービス

複数の公共交通を利用すると運賃が割引されるサービス

公共交通の運行情報や車内の混雑状況がわかるサービス

一定額を毎月支払うと市内の公共交通が

乗り放題になるサービス

AIにより予約状況に応じて予め定められた目的地まで

最適な運行ルートを走る公共交通サービス

目的地で発生する予約や料金の支払い

（例：飲食、映画、観光施設など）が事前にできるサービス

複数の移動サービスに対応した乗車券に、

飲食店や商業施設で使える割引特典などを付加したサービス

その他 複数回答、母数=2,222

▲他都市事例の紹介

▲グループワーク（資料）

■勉強会での主な意見



［参考］ＡＩデマンドタクシーの実証実験について

◼ コミュニティ交通の利便性向上の施策として、既存公共交通を補完し効率的な運行を可能とするAIデマンドタクシー（相乗りタクシー）の実証実験を実施

◼ 今後、実証実験の効果検証を行い、熊本での導入可能性について、引続き検討を進める。

４


